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はじめに
網走市にある「こまば木のひろば」は，森林公園と

して整備された場所で，保安林として保全されてきた
ため，広葉樹の大径木が多数残されている自然度の
高い森林である．また，オホーツク海に面した海岸段
丘上にあるため，海と森を利用する多種多様な生きも
のが生息している．
この森林公園は広い範囲で住宅地に隣接してお

り，身近な自然に親しむ場として多くの市民に利用さ
れている．良好な自然が残されている場所であると同
時に，多くの市民に利用されているという点で，木の
ひろばは貴重な存在であるが，その評価を裏付ける
具体的なデータに乏しい．例えば，現在までのところ
生物全般を通して公表されている記録は少なく，特に
野生動物の生息状況が明らかになっていない．
食物網を考えると鳥類は比較的上位にいるため，
下位の生物の状況を反映しているなど，環境の変化
をみるのに適した条件を備えている（永田2007）．こ
のため，生物多様性の指標としてよく用いられてい
る．
そこで本研究では，木のひろばの鳥類相を明らか
にし，今後鳥類の種構成や個体数がどのように変化
するのかを検討したい．

調査地
調査地は，網走市の北東部，オホーツク海に面した
標高約35 mの海岸段丘上にある16.7 ha（長さ1.35 

×幅0.11–0.24 km）の樹林地である（図1）． 1911年
に土砂崩壊防備保安林に指定され，崖崩れなどの災
害から市民を守ってきた．1989–91年には国の多目
的保安林総合整備事業によって整備され，樹林内に
は総延長4.34 kmの園路が整備された．A–G地区と
エリア分けされており，このうち調査範囲をB–F地区
とした（図2）．樹林地は針広混交林で，主要樹種は
シラカンバ，ハンノキ，ケヤマハンノキ，ハルニレ，オ
オヤマザクラ，イタヤカエデ，ハリギリと，植栽された
トドマツ，アカエゾマツであり，樹高は18–27 m程度
である．下層植生はキタミフクジュソウ，オオバナノエ
ンレイソウ，サイハイラン，オオウバユリ，ヨブスマソ
ウ，オニシモツケなどの草本類である．2015年までは
広い範囲で下草刈りが行われており，草本類の高さ
は10–20 cm程度に抑えられていたが，2016年からの
下草刈りは園路脇周辺のみとなった．園路には野鳥
用の餌台が各地に設置され，一部の地域住民によっ
て給餌が行われている．そのため，哺乳類では主に
エゾリス，鳥類では主にハシブトガラPoecile palustris，
ヤマガラPoecile varius，シジュウカラParus minor，ゴ
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ジュウカラSitta europaeaが餌台を利用している．

調査方法と調査期間
鳥類相の特徴を明らかにする調査にはラインセン

サス法を用いた．調査路は，F地区からスタートし，
E，D，C地区へと順に進み，B地区の園路を一周す

る約2 kmのルートである．日の出から1時間以内に
調査を開始し，約1時間，ルート沿いの左右およそ
30 m幅の範囲において目視および声（さえずり，地鳴
きなど）によって確認できる鳥類の種名と個体数を記
録した．なお，鳥類の移動による同一個体の重複カ
ウントがないように努めた．
調査期間は，2014–17年の1–12月で，各月とも上
旬と下旬の月2回，各年計24回のセンサスを行った．
調査日の間隔は2週間程度とした．4年間を通じて96

回実施したセンサスの結果をもとに，種数，個体数そ
れぞれ季節的な傾向を分析したほか，年間の種数と
個体数の傾向を調査年ごと比較した．また，繁殖期
と越冬期の鳥類相の特徴をみるため，それぞれの時
期にどの種が多く記録されたのかを比較した．比較に
は，当該種の個体数/全個体数を百分率で表した優
占度を用いた．上述のように，本調査期間中の2016

年から下草刈り方法の変更があって環境が大きく変
化したため，下層植生の変化に反応しやすいと考え
られるヤブサメの月別記録個体数やそれらの年次変

図1．調査地位置図．ベースマップはOpenStreetMap（https://openstreetmap.jp）を使用．

図2．調査経路．ベースマップはOpenStreetMap（https://
openstreetmap.jp）を使用．
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化についても比較した．
なお，本研究では5月上旬–6月下旬を繁殖期，1

月上旬–2月下旬を越冬期とした．また，造巣行動や
幼鳥を確認した場合，またはさえずりが複数回記録
された場合，ヤマシギScolopax rusticolaについてはラ
インセンサス中には1度しか記録されていないが，調
査時間外にディスプレイフライトが4–6月に複数回記
録されているため，「繁殖する」と判定した．留鳥，夏
鳥，冬鳥，旅鳥の区分の仕方は山岸ら（2004）にし
たがった．

結果と考察
調査ルート沿いで各調査期に記録された種を表1

に示す．また，参考記録として上空通過，調査日およ
び調査時間外に確認した種を付け加えた．2014–17

年の4年間に，22科70種が確認された．このうちシ
ジュウカラ，ヒヨドリHypsipetes amaurotis，ゴジュウカ
ラ，ハシブトガラ，ハシボソガラスCorvus corone，ハシ
ブトガラスCorvus macrorhynchosなど25種は留鳥，ア
カハラTurdus chrysolaus，キビタキFicedula narcissina，
オオルリCyanoptila cyanomelanaなど28種は夏鳥，オ
オワシHaliaeetus pelagicus，ツグミTurdus eunomus，ベ
ニヒワCarduelis flammeaなど9種は冬鳥，オオムシク
イPhylloscopus examinandus，キレンジャクBombycilla 
garrulus，アトリFringilla montifringillaなど8種が旅
鳥であった．種数としては夏鳥が最も多く，次いで留
鳥，冬鳥，旅鳥の順であった．日本列島の中でも最
も北に位置する北海道では，それより南の地方に比
べると夏鳥が占める割合が高いという特徴が見られ
るが（藤巻2012），本調査地でも同様であった．
年間の種数変化を図3に示す．種数はどの調査年

も概ね4–7月に多く，8–9月は少なく，10月（2016年
は11月まで）に再び増加する傾向があった．ただし
2017年には8–11月の増減は不明瞭であった．4–7月
に多かったのは夏鳥の渡来によるものであり，種数の
ピークは4–7月であった．8–9月に少なかったのは繁
殖を終えて換羽時期に入り確認しづらくなったこと，
また一部の夏鳥が渡去したことにあると考えられる．
10月（2016年は11月まで）にかけての増加は秋の渡
りの移動期で，旅鳥が記録されたためであろう．記録
された鳥類70種のうち，本研究で繁殖と判定した種

とそれらの営巣習性を表2に示す．繁殖していた種は
留鳥では13種，夏鳥は10種の計23種であった．ま
た，樹洞営巣性は8種，樹上性は11種，地上性は
4種であった．これら繁殖する種以外に，海に面した
樹林では付近の網走港で繁殖するカワウが巣材採り
に調査地の林を利用し，冬にはオジロワシHaliaeetus 
albicillaやオオワシが止まり木として利用するなど，多
くの種がこの森林を利用していた．このため本調査地
は，市街地に隣接している林分であるが，季節ごと
に多様な鳥類群集が見られる場所であることが確認
された．
年間の個体数変化を図4に示す．個体数も，種数

と同様の変化を示し，4–7月に多く，8–9月に少なく，
10月または10–11月に増加した．ただし，個体数の
月変化には年によって大きなばらつきが見られた．こ
れは種数と同様に飛来数の年変動が大きいアトリ類
の影響である．アトリ類の渡来数は2015年には非常
に多かったため，全体の個体数の増加にそれが顕著
に表れたと考えられる．
上述の個体数の月変化の中で，繁殖期と越冬期に

どのような種が多かったのかについて優占度に基づ
いて検討する．繁殖期と越冬期における優占度2%以
上の種を表3に示す．
繁殖期に優占度が高かった種は順にセンダイ

ムシクイPhylloscopus coronatus，アオジ Emberiza 
spodocephala，シジュウカラ，ハシボソガラス，ヒヨドリ
であった．越冬期はハシブトガラ，シジュウカラ，ハシ
ボソガラス，ゴジュウカラ，ツグミであり，冬鳥のツグ
ミ以外はでいずれも留鳥であった．北海道の針広混
交林や広葉樹林では，繁殖期にキビタキも優占種に
なることが知られているが（石城ら1972；藤巻1980；
鈴木ら1983；奥田・林田1993），本調査地ではキビ
タキの優占度は高くなく3.4%であった．4年間の繁
殖期の平均個体数は2.6羽で，1日の最大記録個体
数は6羽であり，先行研究の藤巻（2007）と同様のた
め，個体数は少なくないと言える．しかしながら優占
種にならなかった理由は，本調査地は住宅地と海に
隣接している森林で，このような環境を好むハシボソ
ガラスやヒヨドリなどが多かったため，キビタキの優占
度が相対的に低くなったと考えられる．
上述のように，調査期間中に下草刈りの有無に
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No. 種名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
ハト科Columbidae

1 キジバトStreptopelia orientalis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 アオバトTreron sieboldii ○ ○ ○ ○ ○

ウ科Phalacrocoracidae
3 カワウPhalacrocorax carbo ○ ○ ○ ○

カッコウ科Cuculidae
4 ツツドリCuculus optatus ○

シギ科Scolopacidae
5 ヤマシギScolopax rusticola ○ ○

タカ科Accipitridae
6 トビMilvus migrans ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 オジロワシHaliaeetus albicilla ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 オオワシHaliaeetus pelagicus ○ ○ ○ ○ ○

9 ハイタカAccipiter nisus ○ ○ ○ ○

10 オオタカAccipiter gentilis ○

11 ノスリButeo buteo ○

キツツキ科Picidae
12 コゲラDendrocopos kizuki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 オオアカゲラDendrocopos leucotos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 アカゲラDendrocopos major ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ヤマゲラPicus canus ○ ○

ハヤブサ科Falconidae
16 ハヤブサFalco peregrinus ○

カラス科Corvidae
17 カケスGarrulus glandarius ○ ○

18 ハシボソガラスCorvus corone ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ハシブトガラスCorvus macrorhynchos○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キクイタダキ科
20 キクイタダキRegulus regulus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジュウカラ科Paridae
21 ハシブトガラPoecile palustris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ヤマガラPoecile varius ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ヒガラPeriparus ater ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 シジュウカラParus minor ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒヨドリ科Pycnonotidae
25 ヒヨドリHypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ウグイス科Cettiidae
26 ウグイスCettia diphone ○ ○ ○ ○ ○

27 ヤブサメUrosphena squameiceps ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エナガ科Aegithalidae
28 エナガAegithalos caudatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ムシクイ科Phylloscopidae
29 オオムシクイPhylloscopus examinandus ○ ○

30 エゾムシクイPhylloscopus borealoides ○ ○ ○

31 センダイムシクイPhylloscopus coronatus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メジロ科Zosteropidae
32 メジロZosterops japonicus ○ ○ ○

センニュウ科Locustellidae
33 エゾセンニュウLocustella fasciolata ○ ○ ○ ○ ○ ○

レンジャク科Bombycillidae
34 キレンジャクBombycilla garrulus ○ ○

ゴジュウカラ科Sittidae
35 ゴジュウカラSitta europaea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

表1．記録された種．
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No. 種名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

キバシリ科Certhiidae
36 キバシリCerthia familiaris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ミソサザイ科Troglodytidae
37 ミソサザイTroglodytes troglodytes ○ ○

ヒタキ科Muscicapidae
38 アカハラTurdus chrysolaus ○ ○ ○ ○ ○

39 ツグミTurdus naumanni ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 コルリLuscinia cyane ○

41 ノビタキSaxicola torquatus ○

42 コサメビタキMuscicapa dauurica ○ ○ ○ ○

43 キビタキFicedula narcissina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 オオルリCyanoptila cyanomelana ○ ○ ○ ○ ○ ○

スズメ科Passeridae
45 スズメPasser montanus ○ ○

セキレイ科Motacillidae
46 キセキレイMotacilla cinerea ○

47 ハクセキレイMotacilla alba ○ ○ ○ ○

アトリ科Fringillidae
48 アトリFringilla montifringilla ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 カワラヒワChloris sinica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 マヒワCarduelis spinus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ベニヒワCarduelis flammea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ハギマシコLeucosticte arctoa ○ ○

53 ベニマシコUragus sibiricus ○ ○ ○ ○ ○

54 ウソPyrrhula pyrrhula ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 シメCoccothraustes coccothraustes ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホオジロ科Emberizidae
56 シラガホオジロEmberiza leucocephalos ○

57 ホオジロEmberiza cioides ○

58 カシラダカEmberiza rustica ○

59 アオジEmberiza spodocephala ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上空通過，調査日および調査時間外
カモ科Anatidae

60 ヒシクイAnser fabalis ○ ○

61 オオハクチョウCygnus cygnus ○ ○

62 マガモAnas platyrhynchos ○

サギ科Ardeidae
63 アオサギArdea cinerea ○ ○ ○

カモメ科Laridae
64 オオセグロカモメLarus schistisagus ○

フクロウ科Strigidae
65 フクロウStrix uralensis ○ ○ ○ ○ ○

レンジャク科Bombycillidae
66 ヒレンジャクBombycilla japonica ○

ヒタキ科Muscicapidae
67 クロツグミTurdus cardis ○

68 マミチャジナイTurdus obscurus ○

69 ジョウビタキPhoenicurus auroreus ○

70 エゾビタキMuscicapa griseisticta ○

合計 22科70種

表1．続き．
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よる生息環境の違いがあった．このことが鳥類の
生息状況に影響したと思われる例としてヤブサメ
Urosphena squameicepsについて述べる．ヤブサメの
記録個体数は，調査年ごとに個体数をみると，2016

年以降増加傾向にある（図5）．調査年ごとの延べ個
体数は2014年12羽，2015年12羽，2016年17羽，
2017年35羽であり，2017年の延べ個体数が急に増
えた．また， 2015年までは最終確認が7月上旬であっ

種名 営巣習性
留鳥 トビ 樹上

ハシボソガラス 樹上
ハシブトガラス 樹上
ヒヨドリ 樹上
コゲラ 樹洞
アカゲラ 樹洞
ハシブトガラ 樹洞
ヤマガラ 樹洞
ヒガラ 樹洞
シジュウカラ 樹洞
ゴジュウカラ 樹洞
エナガ 樹上
カワラヒワ 樹上

夏鳥 キジバト 樹上
アオバト   樹上
ヤマシギ 地上
ヤブサメ 地上
センダイムシクイ 地上
エゾセンンニュウ 樹上
アカハラ 樹上
キビタキ 樹洞
オオルリ 地上
アオジ 樹上

合計 23種

表2．繁殖している種．

ランク 繁殖期 優占度（％） ランク 越冬期 優占度（％）
1 センダイムシクイ 19.3 1 ハシブトガラ 18.2
2 アオジ 11.9 2 シジュウカラ 17.7
3 シジュウカラ 10.3 3 ハシボソガラス 11.2
4 ハシボソガラス 5.9 4 ゴジュウカラ 10.8
5 ヒヨドリ 5.3 5 ツグミ 7.1
6 ヤブサメ 4.9 6 ヒヨドリ 6.7
7 ハシブトガラ 4.8 7 ハシブトガラス 5
8 ゴジュウカラ 4.8 8 シメ 3.3
9 ハシブトガラス 4.6 9 アカゲラ 2.5
10 キビタキ 3.4 10 アトリ 2.1
11 ヒガラ 3.3 11 ヤマガラ 2
12 カワラヒワ 3.3 12 ヒガラ 2
13 キジバト 3

表3．繁殖期と越冬期における優占
度2％以上の種．
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たが，2016年以降は9月上旬まで確認されている．こ
れは調査地内の下草刈り状況の変化が影響している
可能性がある．2016年以降は高茎草本や樹木の実
生など夏に育つ植物が刈られずに生育するようにな
り，下層植生に変化が現れ始め，ヤブサメにとって
生息しやすい環境になったと考えられる．
記録された鳥類は大部分が森林性で，そのうちの
留鳥と夏鳥の多くの種も繁殖している．こまば木のひ
ろばは，近隣の人々の憩いの場所となっているだけで
はなく，住宅地付近で多くの鳥類の生息場所ともなっ
ており，今後とも現状を維持していくことが必要であ
ろう．しかし，近年では下草刈りの変化に加えて，法
面工事等による伐採や強風による倒木が増えている
ため，林内環境が変化しており，それに対応して鳥類
相も変化することが予想される．また，都市公園で問
題が出始めているマナーの悪いカメラマンの増加や，
野生鳥獣に対する過剰な餌やりも鳥類の生息状況に
影響することが考えられる．加えて気候変動による生
態系の変化にも留意しなければならないであろう．こ
のため，今後とも調査を継続し，長期にわたる鳥類
相の変化を見ていく必要があると考える．
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